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(57)【要約】
【課題】維持管理やコストの負担が軽減する家電管理シ
ステムを提供する。
【解決手段】家電機器とゲートウェイとが家庭内通信ネ
ットワークを介して接続され、ゲートウェイ装置と管理
サーバとが外部ネットワークを介して接続される家電管
理システムであって、管理サーバは、家電機器を識別す
る個体識別子と送信対象である送信データとを含む第１
のデータを前記ゲートウェイ装置に送信する管理サーバ
送信部と、ゲートウェイ装置は、家庭内通信ネットワー
クにおいて前記家電機器に割り当てられたアドレスであ
る家電機器アドレスを個体識別子とともに記憶する記憶
部と、管理サーバから送信される第１のデータを受信し
、第１のデータに含まれる個体識別子に対応する家電機
器アドレスを記憶部から読み出し、読み出した家電機器
アドレス宛に第１のデータに含まれるデータを送信する
制御部とを有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　家電機器とゲートウェイとが家庭内通信ネットワークを介して接続され、前記ゲートウ
ェイ装置と管理サーバとが外部ネットワークを介して接続される家電管理システムであっ
て、
　前記管理サーバは、
　前記家電機器を識別する個体識別子と送信対象である送信データとを含む第１のデータ
を前記ゲートウェイ装置に送信する管理サーバ送信部と、
　前記ゲートウェイ装置は、
　前記家庭内通信ネットワークにおいて前記家電機器に割り当てられたアドレスである家
電機器アドレスを前記個体識別子とともに記憶する記憶部と、
　前記管理サーバから送信される第１のデータを受信し、当該第１のデータに含まれる個
体識別子に対応する家電機器アドレスを前記記憶部から読み出し、読み出した家電機器ア
ドレス宛に当該第１のデータに含まれるデータを送信する制御部と、
　を有することを特徴とする家電管理システム。
【請求項２】
　前記家電機器は、
　前記ゲートウェイ装置に接続して家庭内ネットワークの通信を確立する際に、自身に割
り当てられた個体識別子を前記ゲートウェイ装置に送信する家電機器送信部を有し、
　前記ゲートウェイは、
　前記家電機器から送信される個体識別子が、前記記憶部に記憶されているか否かを判定
し、記憶されていない場合に、前記個体識別子に家電機器アドレスを割り当て、当該家電
機器アドレスと当該個体識別子とを対応付けて前記記憶部に記憶する新規家電機器登録部
　を有することを特徴とする請求項１に記載の家電管理システム。
【請求項３】
　前記管理サーバの管理サーバ送信部は、
　前記管理サーバから前記家電機器に対する要求と当該要求を識別する要求識別情報と管
理サーバが実行するアプリケーションを識別する加入識別情報とを含む第２のデータを送
信し、
　前記ゲートウェイ装置は、
　前記管理サーバから第２のデータを受信するとゲートウェイ装置から家電装置に対して
送信する要求を識別するイベント識別情報を割り当てるイベント識別情報管理部と、
　前記家電機器のうち前記第１のデータに含まれる個体識別子に対応する家電機器に対し
、前記第２のデータに含まれる前記要求と前記要求に対応する前記イベント識別情報とを
前記家電機器へ送信するゲートウェイ装置送信部と、を有し、
　前記ゲートウェイ装置の記憶部は、
　前記イベント識別情報と当該イベント識別情報が割り当てられた際の第２のデータのう
ち少なくとも加入識別情報とを対応付けて記憶し、
　前記家電機器の家電機器送信部は、前記ゲートウェイ装置から前記要求と前記要求に対
応する前記イベント識別情報とを受信すると、前記要求に対応する処理を行った結果であ
る処理結果と当該イベント識別情報とを前記ゲートウェイ装置へ送信し、
　前記ゲートウェイ装置の制御部は、前記家電機器から処理結果とイベント識別情報とを
受信すると、当該イベント識別情報に対応する加入者識別情報を前記記憶部から読み出し
、読み出した要求識別情報と前記処理結果とを当該加入識別情報に基づいて前記管理サー
バへ送信する
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の家電管理システム。
【請求項４】
　前記ゲートウェイ装置の記憶部は、さらに、
　前記加入者情報と家電機器アドレスとを対応付けて記憶しており、
　前記ゲートウェイ装置送信部は、
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　前記第２のデータに含まれる加入者識別番号に対応する家電機器アドレスを前記記憶部
から読み出し、読み出した家電機器アドレスを宛先として、前記第２のデータに含まれる
前記要求と前記要求に対応する前記イベント識別情報とを前記家電装置へ送信する
　ことを特徴とする請求項３に記載の家電管理システム。
【請求項５】
　前記家電機器の家電機器送信部は、前記ゲートウェイ装置から同一である前記要求と前
記要求に対応する前記イベント識別情報を複数受信した場合、前記要求に対応する処理を
行った結果である処理結果と、それを要求した複数の当該イベント識別情報とを組にして
前記ゲートウェイ装置へ送信し、
　前記ゲートウェイ装置の制御部は、前記家電機器から処理結果とイベント識別情報とを
受信すると、当該イベント識別情報に対応する加入者識別情報を前記記憶部から読み出し
、読み出した要求識別情報に対して前記処理結果を必要数複製し当該加入識別情報に基づ
いて前記管理サーバへ送信する
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の家電管理システム。
　
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、家電管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ネットワーク接続が可能な家電製品が増えている。このような家電製品は、電話
回線やインターネット回線等を通じて遠隔制御できるものがある。特許文献１に記載の構
成では、家電制御システムのゲートウェイ装置が、予め家庭内のネットワークに接続され
た家電製品の情報と、その家電製品の制御に適した信号のフォーマットとをユーザ情報に
関連付けて格納する。家電制御システムが、ユーザ情報が付加された制御信号を受信する
と、格納されたユーザ情報に対応付けられたフォーマットに従って制御信号を変換し、送
出する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－３３５５８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載の発明では、ゲートウェイ装置が制御信号のフォーマ
ット変換を行うため、ゲートウェイ装置の構成が複雑になり、維持管理やコストの負担が
増加する。また、家電製品のソフトウエア（あるいはファームウェア）をバージョンアッ
プすると、場合によってはゲートウェイ装置のフォーマット変換を行う機能のバージョン
アップが必要となることも考えられ、管理の負担が大きくなる。
【０００５】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、維持管理やコストの負担を軽減する家
電管理システムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（１）本発明は上記の課題を解決するためになされたものであり、本発明の一態様は、
家電機器とゲートウェイとが家庭内通信ネットワークを介して接続され、前記ゲートウェ
イ装置と管理サーバとが外部ネットワークを介して接続される家電管理システムであって
、
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　前記管理サーバは、前記家電機器を識別する個体識別子と送信対象である送信データと
を含む第１のデータを前記ゲートウェイ装置に送信する管理サーバ送信部と、前記ゲート
ウェイ装置は、前記家庭内通信ネットワークにおいて前記家電機器に割り当てられたアド
レスである家電機器アドレスを前記個体識別子とともに記憶する記憶部と、前記管理サー
バから送信される第１のデータを受信し、当該第１のデータに含まれる個体識別子に対応
する家電機器アドレスを前記記憶部から読み出し、読み出した家電機器アドレス宛に当該
第１のデータに含まれるデータを送信する制御部と、を有することを特徴とする家電管理
システムである。
【０００７】
　（２）また、本発明の一態様は、上記の家電管理システムにおいて、前記家電機器は、
前記ゲートウェイ装置に接続して家庭内ネットワークの通信を確立する際に、自身に割り
当てられた個体識別子を前記ゲートウェイ装置に送信する家電機器送信部を有し、前記ゲ
ートウェイは、前記家電機器から送信される個体識別子が、前記記憶部に記憶されている
か否かを判定し、記憶されていない場合に、前記個体識別子に家電機器アドレスを割り当
て、当該家電機器アドレスと当該個体識別子とを対応付けて前記記憶部に記憶する新規家
電機器登録部を有することを特徴とする。
【０００８】
　（３）また、本発明の一態様は、上記の家電管理システムにおいて、前記管理サーバの
管理サーバ送信部は、前記管理サーバから前記家電機器に対する要求と当該要求を識別す
る要求する要求識別情報と管理サーバが実行するアプリケーションを識別する加入識別情
報とを含む第２のデータを送信し、前記ゲートウェイ装置は、前記管理サーバから第２の
データを受信するとゲートウェイ装置から家電装置に対して送信する要求を識別するイベ
ント識別情報を割り当てるイベント識別情報管理部と、前記家電機器のうち前記第２のデ
ータに含まれる加入識別情報に応じた処理を実行することが可能な家電機器に対し、前記
第２のデータに含まれる前記要求と前記要求に対応する前記イベント識別情報とを前記家
電機器へ送信するゲートウェイ装置送信部と、を有し、前記ゲートウェイ装置の記憶部は
、前記イベント識別情報と当該イベント識別情報が割り当てられた際の第２のデータの要
求識別情報と加入識別情報とを対応付けて記憶し、前記家電機器の家電機器送信部は、前
記ゲートウェイ装置から前記要求と前記要求に対応する前記イベント識別情報とを受信す
ると、前記要求に対応する処理を行った結果である処理結果と当該イベント識別情報とを
前記ゲートウェイ装置へ送信し、前記ゲートウェイ装置の制御部は、前記家電機器から処
理結果とイベント識別情報とを受信すると、当該イベント識別情報に対応する要求識別情
報と加入者識別情報とを前記記憶部から読み出し、読み出した要求識別情報と前記処理結
果とを当該加入識別情報に基づいて前記管理サーバへ送信することを特徴とする。
【０００９】
　（４）また、本発明の一態様は、上記の家電管理システムにおいて、前記ゲートウェイ
装置の記憶部は、さらに、前記加入者情報と家電機器アドレスとを対応付けて記憶してお
り、前記ゲートウェイ装置送信部は、前記第２のデータに含まれる加入者識別番号に対応
する家電機器アドレスを前記記憶部から読み出し、読み出した家電機器アドレスを宛先と
して、前記第２のデータに含まれる前記要求と前記要求に対応する前記イベント識別情報
とを前記家電装置へ送信することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、ゲートウェイ装置の、維持管理やコストの負担が軽減する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る家電管理システム1を示すブロック図である。
【図２】本実施形態に係る個体識別子―アドレス変換テーブルの例を示した図である。
【図３】本実施形態に係る家電管理システム1の動作の一例を示すフローチャートである
。
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【図４】本発明の第２の実施形態に係るゲートウェイ装置の構成を示す概略ブロック図で
ある。
【図５】本実施形態に係る記憶部２８内に記憶されるテーブルの一例を示した図である。
【図６】本実施形態に係る家電管理システム２の動作の一例を示すフローチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
（第１の実施形態）
　以下、図面を参照しながら本発明の実施形態について詳しく説明する。
　図１は、本発明の家電管理システム1を示すブロック図である。家電管理システム装置
１は、家電機器１０ａ～１０ｃ、ゲートウェイ装置２０、及び、管理サーバ３０を含んで
構成される。
【００１３】
　家電機器１０ａ～ｃは、本家電管理システム１によって遠隔管理される家電機器であり
、ネットワーク通信機能を有する。ネットワーク通信機能は、例えば有線／無線ＬＡＮや
ＺｉｇＢｅｅなどネットワークを用いることができる。また、各家電機器１０ａ～ｃは、
それぞれに固有の個体識別子及び家庭内ネットワークアドレスが予め設定されている。家
電機器１０ａ～ｃは、ゲートウェイ装置２０を介して、管理サーバから情報を入力され、
また、管理サーバ３０に対し情報を出力する。家電機器１０ａ～ｃは、新たに家庭内通信
ネットワークに接続されたときに、自身に設定された個体識別子及び家庭内ネットワーク
アドレスを、家庭内通信ネットワークを介してゲートウェイ装置２０内の新規家電機器登
録部２７に出力する。
【００１４】
　ここで、個体識別子とは、家電機器１０ａ～ｃの各々に予め与えられた個別のＩＤであ
る。また、家庭内ネットワークアドレスとは、ゲートウェイ装置２０と家電機器１０ａ～
ｃとで構成されるネットワーク上におけるゲートウェイ装置２０及び家電機器１０ａ～ｃ
に与えられるネットワークアドレスである。家電機器としては、例えばテレビや冷蔵庫、
エアコン、照明装置等である。この家電機器には、それぞれＩＣタグが取り付けられてい
る。ＩＣタグには、予め個体識別子と家庭内ネットワークアドレスが記憶されており、Ｉ
Ｃタグ自身が有する通信機能により、ゲートウェイ装置２０あるいは、自身が取り付けら
れた家電機器と通信する機能を有する。例えば、ゲートウェイ２０から受信した情報を自
身が取り付けられた家電機器へ出力し、家電機器から受信した情報をゲートウェイ２０へ
送信する。
【００１５】
　ゲートウェイ装置２０は、家庭内通信ネットワークと外部ネットワークとを中継する装
置である。
　外部インターフェイス２１は、外部ネットワーク１１０側に接続される装置（例えば、
管理サーバ３０）と通信するインターフェイスであり、外部の管理サーバからゲートウェ
イ装置２０に対し情報を入力するとともに、ゲートウェイ装置２０から外部の管理サーバ
へと情報を出力する。
　管理サーバアドレス登録部２２は、外部インターフェイス２１から情報を入力され、そ
の内部に含まれる、ゲートウェイ装置２０に対して情報を出力した管理サーバのアドレス
を抽出し、そのアドレスを記憶部２８に書き込む。
【００１６】
　個体識別子―アドレス変換部２３は、管理サーバアドレス登録部２２から入力された情
報に含まれる、個体識別子の情報に対応する家庭内ネットワークアドレスを、記憶部２８
に書き込まれた個体識別子―アドレス変換テーブルから読み出す。個体識別子―アドレス
変換部２３は、入力された情報の内、読み出した家庭内ネットワークアドレスに書き換え
て、内部インターフェイス２４に出力する。
【００１７】
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　内部インターフェイス２４は、家庭内通信ネットワーク１００に接続される家電機器（
例えば、家電機器１０ａ～ｃ）と通信するインターフェイスであり、ゲートウェイ装置２
０から家電機器１０ａ～ｃに対して情報を出力するとともに、家電機器１０ａ～ｃからゲ
ートウェイ装置への情報を入力する。
【００１８】
　アドレス―個体識別子変換部２５は、内部インターフェイス２４から入力された情報に
含まれる、家庭内ネットワークアドレス（家電機器アドレス）の情報に対応する個体識別
子を、記憶部２８に書き込まれた個体識別子―アドレス変換テーブルから読み出す。アド
レス―個体識別子変換部２５は、入力された情報のうち、家庭内ネットワークアドレスを
読み出した個体識別子に書き換える。
【００１９】
　管理サーバアドレス付与部２６は、記憶部２８から管理サーバのアドレスを読み出し、
アドレス―個体識別子変換部２５から入力された情報に管理サーバのアドレスを付与し、
外部ネットワークに出力するデータパケットを作成する。管理サーバアドレス付与部２６
は、作成されたデータパケットを外部インターフェイス２１に出力する。
【００２０】
　新規家電機器登録部２７は、記憶部２８に記憶されたアドレスを参照し、新たな家電機
器１０が家庭内通信ネットワークに接続されたときに、内部インターフェイス２４から、
個体識別子、及び家電機器１０の家庭内ネットワークアドレスを得て、個体識別子―アド
レス変換テーブルに書き込む。新たな家電機器であるか否かは、新規家電機器登録部２７
が、たとえば、同じ個体識別子が記憶部２８に存在するか否かに基づいて判断し、同じも
のが無ければ新規なものとして登録する。
【００２１】
　記憶部２８は、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）などの記憶素子
であり、管理サーバアドレス登録部２２、個体識別子―アドレス変換部２３、アドレス－
個体識別子変換部２５、管理サーバアドレス付与部２６及び新規家電機器登録部２７から
入力された個体識別子、家庭内ネットワークアドレス、管理サーバのアドレスなどが書き
込まれ、また読み出される。
【００２２】
　管理サーバ３０は、遠隔地から家電機器の状態を確認（例えば、テレビのスイッチのＯ
ｎ，Ｏｆｆ状態の確認）したり、家電機器の状態を制御（例えば、クーラーをＯｎ，Ｏｆ
ｆ状態の制御）したり、家電機器の状態を定期的に報告させたり（例えば、テレビの視聴
チャネル及びその時間を毎日深夜０時に報告させる）（総称して制御という）するアプリ
ケーションを実行する。
　管理サーバ３０は、家電装置１０が接続されている家庭内通信ネットワークのゲートウ
ェイ２０に対して、個体識別子、管理サーバ３０のアドレス及び管理サーバ３０上で動作
するアプリケーションからコマンドやデータを送信する。管理サーバ３０は、ゲートウェ
イ２０から個体識別子及び家電機器からの応答を入力される。
【００２３】
　図２は、記憶部２８に記憶される個体識別子―アドレス変換テーブルの例を示した図で
ある。図示するように個体識別子―アドレス変換テーブルは、個体識別子、家庭内ネット
ワークアドレス及び管理サーバアドレスの各項目の列を有している。図示する例では、個
体識別子１の家電機器は、家庭内ネットワークアドレス１９２．１６８．１１．２を与え
られ、管理サーバアドレス４８．１２．１１４．２のサーバから管理されていることを示
している。個体識別子２の家電機器は、家庭内ネットワークアドレス１９２．１６８．１
１．３を与えられ、管理サーバアドレス１３１．１１２．２５．３のサーバから管理され
ていることを示している。個体識別子３の家電機器は、家庭内ネットワークに接続され、
家庭内ネットワークアドレス１９２．１６８．１１．３を与えられているが、管理サーバ
からは管理されていない状態を示している。
【００２４】
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　図３は、本実施形態に係る家電管理システム１の動作の一例を示すフローチャートであ
る。
（ステップＳ１０）家電機器１０は、新たに家庭内ネットワークに接続された時に、その
個体識別子及び家庭内ネットワークアドレスをゲートウェイ装置２０に出力する。
（ステップＳ１１）ゲートウェイ装置２０は、入力された個体識別子及び家庭内ネットワ
ークアドレスを、内部インターフェイス２４を介して、新規家電機器登録部２７に出力す
る。新規家電機器登録部２７は、個体識別子及び家庭内ネットワークアドレスを記憶部２
８内の個体識別子―アドレス変換テーブルに書き込む。
【００２５】
（ステップＳ１２）管理サーバ３０は、家電機器１０を制御するデータを外部ネットワー
ク上のゲートウェイ装置２０に出力する。具体的には、送信されるデータは、ゲートウェ
イ装置２０の外部ネットワーク上のアドレスを宛先とし、制御される家電機器の個体識別
子、管理サーバのアドレス及びコマンド・データを内容とするもの（第１のデータ）であ
る。その後ステップＳ１３に進む。
（ステップＳ１３）外部インターフェイス２１は、管理サーバ３０からデータを入力され
ると、管理サーバアドレス登録部２２に出力する。管理サーバアドレス登録部２２は、入
力されたデータから管理サーバのアドレスを抽出し、記憶部２８の個体識別子―アドレス
変換テーブルに書き込む。その後ステップＳ１４に進む。
（ステップＳ１４）個体識別子―アドレス変換部２３は、管理サーバアドレス登録部２２
から入力された情報に含まれる、個体識別子の情報に対応する家庭内ネットワークアドレ
スを、記憶部２８に書き込まれた個体識別子―アドレス変換テーブルから読み出し、ゲー
トウェイ２０の外部ネットワークアドレスを読み出した家庭内ネットワークアドレスに書
き換えた情報を生成し、内部インターフェイス２４に出力する。
【００２６】
（ステップＳ１５）ゲートウェイ装置２０の内部インターフェイス２４は、家庭内通信ネ
ットワーク１００を通じて、家電機器１０にコマンド・データを出力する。家電機器１０
のうち、送信された情報に含まれる家庭内ネットワークアドレスに対応する家電機器１０
は、受信した情報に含まれるコマンド・データに基づいて動作を行う。
（ステップＳ１６）家電機器１０は、受信したコマンド・データに対する応答をゲートウ
ェイ装置２０に出力する。
【００２７】
（ステップＳ１７）アドレス―個体識別子変換部２５は、内部インターフェイス２４から
入力された情報に含まれる、家庭内ネットワークアドレスの情報に対応する個体識別子を
、記憶部２８に書き込まれた個体識別子―アドレス変換テーブルから読み出す。アドレス
―個体識別子変換部２５は、読み出した個体識別子と家電機器１０から入力された応答と
、送信先の管理サーバ３０のアドレスとをゲートウェイ２０へ送信する。
（ステップＳ１８）管理サーバアドレス登録部２２は、記憶部２８に記録された個体識別
子―アドレス変換テーブルから、対応する管理サーバのアドレスを読み出す。管理サーバ
アドレス登録部２２は、管理サーバのアドレスをデータパケットに付与して外部インター
フェイス２１に出力する。その後ステップＳ１９に進む。
（ステップＳ１９）ゲートウェイ装置２０は、送信元の管理サーバのアドレスを抽出し、
抽出した管理サーバのアドレスを宛先として、家電機器の個体識別子及びその応答を管理
サーバ３０に出力する。
【００２８】
　このように、本実施形態によれば、家電機器とゲートウェイとが家庭内通信ネットワー
クを介して接続され、ゲートウェイ装置と管理サーバとが外部ネットワークを介して接続
される家電管理システムであって、管理サーバは、家電機器を識別する個体識別子と送信
対象である送信データとを含む第１のデータをゲートウェイ装置に送信する管理サーバ送
信部とを有し、ゲートウェイ装置は、前記家庭内通信ネットワークにおいて家電機器に割
り当てられたアドレスである家電機器アドレスを個体識別子とともに記憶する記憶部と、
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前記管理サーバから送信される第１のデータを受信し、第１のデータに含まれる個体識別
子に対応する家電機器アドレスを記憶部から読み出し、読み出した家電機器アドレス宛に
第１のデータに含まれるデータを送信する制御部とを有する。これにより、本家電管理シ
ステム1では、フォーマット変換を行うことなく、管理サーバから家電機器へデータを送
信することができる。
【００２９】
　また、本実施形態によれば、家電機器１０が、家庭内通信システムとの接続を確立する
と、ゲートウェイ装置２０に個体識別子を送信する。これにより、家庭内通信ネットワー
クに接続された家電機器の個体識別子とその家庭内ネットワークアドレスは、新たな家電
機器が加わっても常にゲートウェイ装置２０が管理することができるので、外部の管理サ
ーバからの接続要請があった場合に直ちに家電機器１０に接続できる。
【００３０】
　なお、本実施形態では、発信元の管理サーバ３０のアドレスを管理サーバアドレス登録
部２２で抽出して記憶部２８に登録し、登録された管理サーバ３０のアドレスを管理サー
バアドレス付与部２６で宛先アドレスとしてデータパケットに付与したが、管理サーバ３
０のアドレスは、管理サーバ上のアプリケーションのデータとともにゲートウェイ２０か
ら家電機器１０ａ～ｃへ送信されるようにしてもよい。この場合、管理サーバのアドレス
は、データとしてゲートウェイ装置２０を介して家電装置１０ａ～ｃに出力される。家電
機器１０ａ～ｃは、ゲートウェイ装置２０に管理サーバのアドレスを含むデータを出力し
、管理サーバアドレス付与部２６においてデータから管理サーバのアドレスを抽出する。
管理サーバアドレス付与部２６は、宛先を管理サーバアドレスに書き換えた情報を生成す
る。
【００３１】
（第２の実施形態）
　以下、図面を参照しながら本発明の第２の実施形態について詳しく説明する。
　図４は、本実施形態に係るゲートウェイ装置４０の構成を示す概略ブロック図である。
本実施形態に係るゲートウェイ装置４０（図４）と第１の実施形態に係るゲートウェイ装
置２０（図１）とを比較すると、要求識別番号登録部４１、イベント識別番号発生部４２
、加入識別番号・イベント識別番号登録部４３、アドレス―個体識別子変換部２５、加入
識別番号・イベント識別番号変換部４４、要求識別番号付与部４５が異なる。しかし、他
の構成要素（外部インターフェイス２１、管理サーバアドレス登録部２２、個体識別子―
アドレス変換部２３、内部インターフェイス２４、管理サーバアドレス付与部２６、新規
家電機器登録部２７及び記憶部２８）が持つ機能は第１の実施形態と同じである。第１の
実施形態と同じ機能の説明は省略する。
【００３２】
　要求識別番号登録部４１は、管理サーバアドレス登録部２２から入力された情報に含ま
れる要求識別番号を抽出し、記憶部２８のテーブルに書き込む。ここで、要求識別番号と
は、例えば、家電機器がテレビである場合に、「前日のテレビの視聴時間は何時間か？」
、「何チャンネルを何時間視聴したか？」といった、外部サーバ上のアプリケーションか
ら家電機器に対する各要求を識別する番号である。要求識別番号登録部４１は、入力され
た情報から要求識別番号を削除した後、該情報をイベント認識番号発生部４２に出力する
。
【００３３】
　イベント識別番号発生部４２は、要求識別番号登録部４１から入力された情報に含まれ
る加入識別番号を抽出し、記憶部２８のテーブルに書き込む。ここで、加入識別番号とは
、管理サーバ上のアプリケーションが割り当てる番号であり、ある家電機器を利用してア
プリケーションを実行する際に、該家電機器に割り当てる番号である。すなわち、加入識
別番号によって、どのアプリケーションによって実行されたイベントに対する応答である
かを識別できるようになっている。イベント識別番号発生部４２は、加入識別番号と、前
述した要求識別番号との組み合わせに対して、イベント識別番号を割り当てる。イベント
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識別番号発生部４２は、要求識別番号登録部４１から入力された情報を個体識別子―アド
レス変換部２３に出力する。
【００３４】
　加入識別番号・イベント識別番号登録部４３は、イベント識別番号発生部４２から入力
された情報に含まれる加入識別番号と、イベント識別番号との対応を示すテーブルを記憶
部２８に書き込む。なお、このテーブルの詳細については、図５を用いて後述する。イベ
ント識別番号とは、家電機器１０が実行するイベントを識別する番号である。家電機器１
０としてテレビを例にとれば「一定時間おきに、現在選択されているテレビのチャンネル
を外部サーバ３０に送信する。」といったイベントを識別するものである。加入識別番号
・イベント識別番号登録部４３は、イベント識別番号発生部４２から入力された情報を個
体識別子―アドレス変換部２３に出力する。
【００３５】
　アドレス―個体識別子変換部２５は、内部インターフェイス２４から入力された情報に
含まれる、家庭内ネットワークアドレスの情報に対応する個体識別子を、記憶部２８に書
き込まれた個体識別子―アドレス変換テーブルから読み出す。アドレス―個体識別子変換
部２５は、読み出した個体識別子を入力された情報に付加する。アドレス―個体識別子変
換部２５は、内部インターフェイス２４から入力された情報に含まれる情報にイベント識
別番号が含まれるか否かを判定する。イベント識別番号が含まれる場合は、加入識別番号
・イベント識別番号変換部４４に、情報を出力する。イベント識別番号が含まれない場合
は、要求識別番号付与部４５に情報を出力する。
【００３６】
　イベント識別番号・加入識別番号変換部４４は、アドレス―個体識別子変換部２５から
イベント識別番号を含む情報を入力する。イベント識別番号・加入識別番号変換部４４は
、記憶部２８に記憶された、加入識別番号とイベント識別番号との対応を示すテーブル読
み出すことで、イベント識別番号を加入者識別番号に変換する。イベント識別番号・加入
識別番号変換部４４は、変換された加入者識別番号を該情報に付して管理サーバアドレス
付与部２６に出力する。
【００３７】
　要求識別番号付与部４５は、アドレス―個体識別子変換部２５から入力されたゲートウ
ェイ装置の家庭内ネットワークアドレスに対応する要求識別信号を、記憶部２８に記憶さ
れたテーブルを参照して取得し、取得した要求識別信号をデータに付す。
【００３８】
　図５は、記憶部２８内に記憶されるテーブルの一例を示した図である。
　図示するように、テーブルは、個体識別子、家庭内ネットワークアドレス、管理サーバ
アドレス、要求識別番号、イベント識別番号及び加入識別番号の各項目の列を有している
。図示する例では、個体識別子１の家電機器は、家庭内ネットワークアドレス１９２．１
６８．１１．２を与えられ、管理サーバアドレス４８．１２．１１４．２のサーバから管
理され、要求識別番号５の要求を受け、イベント識別番号は１００１であり、加入者識別
番号はＡ－ａ（アプリケーションＡがａという機能を実行することを要求している）、Ｂ
－ｃであることを示している。
【００３９】
　個体識別子２の家電機器は、家庭内ネットワークアドレス１９２．１６８．１１．３を
与えられ、管理サーバアドレス１３１．１１２．２５．３のサーバから管理され要求識別
番号７の要求を受け、イベント識別番号は１００２であり、加入者識別番号はＣ－ｂ（ア
プリケーションＣがｂという機能を実行することを要求している）であることを示してい
る。
　個体識別子３の家電機器は、家庭内ネットワークに接続され、家庭内ネットワークアド
レス１９２．１６８．１１．３を与えられているが、管理サーバからは管理されていない
状態を示している。
【００４０】



(10) JP 2012-242858 A 2012.12.10

10

20

30

40

50

　図６は、本実施形態に係る家電管理システム２の動作の一例を示すフローチャートであ
る。
（ステップＳ２０）管理サーバ３０は、管理を開始する。具体的には、管理サーバ上のア
プリケーションが、家電装置に対する制御を開始する。
（ステップＳ２１）管理サーバ３０は、ゲートウェイ装置の外部ネットワークアドレスを
宛先として、加入識別番号、及び要求識別番号を送信する。
（ステップＳ２２）管理サーバアドレス登録部２２は、データを受信した外部サーバのア
ドレスを記憶部２８のテーブルに書き込む。管理サーバアドレス登録部２２は、その後デ
ータを要求識別番号登録部４１に出力する。
【００４１】
（ステップＳ２３）要求識別番号登録部４１は、管理サーバアドレス登録部２２から入力
されたデータに含まれる要求識別番号を記憶部２８のテーブルに書き込む。
（ステップＳ２４）イベント認識番号発生部４２は、要求識別番号登録部４１から入力さ
れた要求認識番号と加入認識番号に基づいて、イベント識別番号を発番し、データに付与
する。
（ステップＳ２５）加入識別番号・イベント識別番号登録部４３は、加入識別番号及びス
テップＳ２４で発番されたイベント識別番号を記憶部２８のテーブルに書き込む。
【００４２】
（ステップＳ２６）個体識別子―アドレス変換部２３は、加入識別番号・イベント識別番
号登録部４３から入力された情報に含まれる、個体識別子の情報に対応する家庭内ネット
ワークアドレスを、記憶部２８に書き込まれた個体識別子―アドレス変換テーブルから読
み出す。個体識別子―アドレス変換部２３は、読み出した家庭内ネットワークアドレスに
基づいて、家庭内通信ネットワークのデータパケットを作成し、内部インターフェイス２
４に出力する。
（ステップＳ２７）ゲートウェイ装置２０は、家庭内通信ネットワークを通じて、家電機
器１０にコマンド・データを出力する。家電機器１０は、受信したコマンド・データに基
づいて動作を行う。（ステップＳ２８）家電機器１０は、ゲートウェイ装置２０から受信
したコマンド・データに対する応答をゲートウェイ装置２０に出力する。
【００４３】
（ステップＳ２９）アドレス―個体識別子変換部２５は、内部インターフェイス２４から
入力された情報に含まれる、家庭内ネットワークアドレスの情報に対応する個体識別子を
、記憶部２８に書き込まれたテーブルから読み出す。アドレス―個体識別子変換部２５は
、読み出した個体識別子と家電機器１０から入力された応答に基づいて、管理サーバに送
信するデータパケットを作成し、要求識別番号付与部４５に出力する。
（ステップＳ３０）要求識別番号付与部４５は、アドレス―個体識別子変換部２５から入
力された情報に基づいて、記憶部２８に書き込まれたテーブルから、要求認識番号を読み
出し、データパケットに要求識別番号を付与する。
（ステップＳ３１）管理サーバアドレス付与部２６は、要求識別番号付与部４５から入力
された情報に対応する管理サーバアドレスを、記憶部２８に書き込まれたテーブルから読
み出す。管理サーバアドレス付与部２６は、管理サーバのアドレスをデータパケットに付
与して外部インターフェイス２１に出力する。
【００４４】
（ステップＳ３２）ゲートウェイ装置２０は、家電機器１０の要求識別番号及び応答を含
んだデータパケットを管理サーバ３０に出力する。管理サーバ３０は、送信された要求識
別番号を参照することにより、どの要求に対する返答か判断する。
（ステップＳ３３）家電機器１０は、コマンド・データに基づいて、家電機器１０のタイ
ミングで（例えば、コマンド・データに従ってＰＵＳＨ型で）データを送る場合には、ゲ
ートウェイ装置２０から受信したコマンド・データに対する応答を送信タイミングに到達
した時点でゲートウェイ装置２０に出力する。
（ステップＳ３４）アドレス―個体識別子変換部２５は、内部インターフェイス２４から
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入力された情報に含まれる、家庭内ネットワークアドレスの情報に対応する個体識別子を
、記憶部２８に書き込まれたテーブルから読み出す。アドレス―個体識別子変換部２５は
、読み出した個体識別子と家電機器１０から入力されたイベント識別番号に基づいて、管
理サーバに送信するデータパケットを作成し、イベント識別番号・加入識別番号変換部４
４に出力する。その後ステップＳ３５に進む。
（ステップＳ３６）管理サーバアドレス付与部２６は、要求識別番号付与部４５から入力
された情報に対応する管理サーバアドレスを記憶部２８に書き込まれたテーブルから読み
出す。管理サーバアドレス付与部２６は、管理サーバのアドレスをデータパケットに付与
して外部インターフェイス２１に出力する。その後ステップＳ３７に進む。
（ステップＳ３７）ゲートウェイ装置２０は、家電機器１０の加入識別番号及びデータを
含んだデータパケットを管理サーバ３０に出力する。
【００４５】
　このように、本実施形態によれば、家電機器の家電管理システムが、管理サーバとゲー
トウェイ装置との通信を識別する要求識別信号と、管理サーバと家電機器との通信を識別
する加入識別番号と、ゲートウェイ装置と家電機器との通信を識別するイベント識別番号
を用い、複数の加入識別番号を１つのイベント識別番号に対応付ける。
　これにより、本実施形態によれば、複数の加入識別番号を１つのイベント識別番号に対
応付けるため、家庭内通信ネットワークのトラフィックの量を削減できる。
　上述した第２の実施形態において、ゲートウェイ装置２０の記憶部に加入識別番号と家
電機器アドレスを記憶しておく。そして、管理サーバ３０から加入識別番号と要求識別番
号とコマンド・データを受信した際、ゲートウェイ装置２０は、加入識別番号に対する家
電機器アドレスを記憶部から読み出し、その家電機器アドレスを宛先として家電機器へ要
求識別信号とコマンド・データとを送信するようにしてもよい。これにより、個々の家電
機器ではなく、機能を特定して管理サーバから家電機器へ要求を送信し、その応答を管理
サーバが得ることができる。
【００４６】
　以上、図面を参照してこの発明の一実施形態について詳しく説明してきたが、具体的な
構成は上述のものに限られることはなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲内において様
々な設計変更等をすることが可能である。
【符号の説明】
【００４７】
　１０、１０ａ、１０ｂ、１０ｃ・・・家電機器（家電機器送信部）、２０・・・ゲート
ウェイ装置、２１・・・外部インターフェイス、２２・・・管理サーバアドレス登録部、
２３・・・個体識別子―アドレス変換部、２４・・・内部インターフェイス、２５・・・
アドレス―個体識別子変換部、２６・・・管理サーバアドレス付与部、２７・・・新規家
電機器登録部、２８・・・記憶部、３０・・・管理サーバ（管理サーバ送信部）、４０・
・・ゲートウェイ装置、４１・・・要求認識番号登録部、４２・・・イベント識別番号発
生部、４３・・・加入識別番号・イベント識別番号対応部、４４・・・イベント識別番号
・加入識別番号変換部、４５・・・要求識別番号付与部、１００・・・内部ネットワーク
、１１０・・・内部ネットワーク、２００・・・制御部
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